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１．研究の目的
近年，食や健康についての関心が高まり，インター
ネットでの食情報の収集やサプリメントなどの栄養
補助食品を利用している人が増加している。しか
し，それに伴いサプリメントの過剰摂取による障害
などの健康被害も多く報告されている。この場合，
自分の食生活状況を知ることが望まれるが，一般の
人々が自分の食生活の良否を判断することは難し
い。そこで今日，栄養学の専門知識を有していなく
ても，自分の食生活を判断することができる紙媒体
での食事調査１～２）や携帯電話のカメラ機能を利用し
た食事調査３～５）など，様々な栄養診断の方法が開発
されている。また，インターネット上では，食事診
断や栄養情報を提供するサイトが数多く存在し，栄
養や健康についての情報が氾濫している。このよう
な状況の中で，公共性が乏しく，情報提供の主眼が
利用者の健康維持・増進以外に置かれたものも多く
見られるようになった。ダイエット等をうたう食生
活診断・改善のサイトも多く存在するが，それらは
学術的な根拠や妥当性が示されておらずエビデンス
に乏しいのが現状である。
摂取栄養素量を判定する方法には，食事調査の代
表的な方法である食事記録法，２４時間思い出し法，
食物摂取頻度調査法等があるが，これらの調査法は
調査に時間がかかり，被調査者への負担が大きい等
の問題点があげられる。
そこで，生活の必需品となっている携帯電話を利
用し，手軽に食事診断を行うことができる食事診断
システム「携帯食事手帳」を開発６）した。ツールと
して携帯電話を利用することにより，利用者は場所
や時間を選ばず手軽に自分の食事を記録し，食事状
況を把握することが出来る。さらに妥当性の確保さ
れたデータを提供することにより正確な食事状況の
把握が可能となることは，国民の健康維持・増進に
寄与できるものになりうると考えられる。
本研究では，２０歳代の男女を対象に，携帯電話を
利用した食事管理システムの妥当性及び利便性につ
いて調査したので報告する。
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ABSTRACT
We developed a portable dietary notebook as a mobile dietary management system and exam-
ined its validity and convenience. Subjects completed dietary surveys using both the portable dietary
notebook and a food weighing method, and their nutrient intake calculated using each method was
compared. We also completed a questionnaire about the content of the portable dietary notebook to
examine convenience and improvements.
There were no significant differences in energy and macronutrient intake as calculated by the
portable dietary notebook and the food weighing method. However, significant differences were ob-
served in the intake of vitamin D and sodium.
The present study suggests that the portable dietary notebook enabled subjects to easily under-
stand their nutritional status, although a consideration of food content and system improvement were
required.
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２．調査方法
１）調査対象および時期
調査時期は平成２２年１０月から１２月であり，本学の
管理栄養士養成課程３年生を対象とした。調査の目
的を理解した上で同意し，協力の得られた者で回答
に不備のない者を解析対象者とした。携帯食事手帳
と秤量記録法の両法の結果を得られたのは２７名（男
性２名・女性２５名）であった。
２）調査内容
（１）栄養素摂取量
携帯電話による食生活診断システム携帯食事手帳
の使用説明書を配布し，利用方法について説明した
後，１週間試用させた。また，携帯食事手帳を試用
している１週間のうちの３日間を選択して秤量記録
法による食事調査を併せて行った。それぞれの調査
方法から１日当たりの栄養素摂取量を算出した。
（２）携帯食事手帳に関するアンケート
携帯食事手帳を１週間試用した後，携帯食事手帳
の内容についてのアンケートを実施し，携帯食事手
帳の利便性や改善点について調査した。
３．携帯食事手帳のシステム概要
１）ID登録
携帯食事手帳の URL（http://cosmos２.ed.shikoku−u.
ac.jp/~pmhs/）に接続後，「郵便番号」「性別」「年齢」
「身長」「体重」を登録することにより，管理側か
らログイン IDとパスワードが発行される。
２）日付選択，料理の選択・登録
記録したい日付と時間（朝・昼・夕）をカレンダー
から選択し，実際に食べた料理を料理データサー
バーから選択する（食べた料理がない場合は近い料
理で代替えする）。料理は３４区分に分けられ，３５０種
類選択が可能である。選択された料理の量は１人分
（１個）のみ設定されており，量の変更はできない。
料理が登録された項目には「登録済」を示すマーク
が表示される。
３）栄養価計算
栄養計算システムにより，選択した料理から摂取
栄養素量が計算される。
４）結果表示
表示項目については下記の通りである。
・１日当たりのエネルギー摂取量
・１日当たりのたんぱく質摂取量
・１日当たりの脂質摂取量
・１日当たりの炭水化物摂取量
・PFC比率
・食事バランスガイドでの評価
４．倫理面への配慮
調査を行うに当たっては，プライバシーが守られ
る点，回答内容より個人を特定することがない点に
ついて，対象者に対し説明を怠りなくした。また調
査協力は自由意志である旨も説明し，調査用紙記入
および回収に際しては，回答が周囲に漏れることの
ないよう配慮した。なお，調査内容や回答者の個人
情報の取り扱いについては，四国大学倫理委員会の
承認を得た。
５．解析方法
秤量記録法による摂取栄養素量算出にはエクセル
栄養君 Ver．５．０７），統計解析には PASW Statistics１８．０
（SPSS Inc., Chicago, IL, USA）を用いた。携帯食
事手帳（１週間），秤量記録法（３日間）の平均値
及び標準偏差を求め，各栄養素の食事記録法に対す
る携帯食事手帳の比率を求めた。摂取量が正規分布
を示した栄養素は，平均値の差の検定は対応のある
t検定（paired t−test）を行い，相関係数は pearson
相関係数を算出した。摂取量が正規分布を示さなか
った栄養素については，平均値の差の検定はWil-
coxonの符号付順位和検定を行い，相関係数につい
ては Spearman順位相関係数を算出した。
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６．結 果
１）携帯食事手帳の妥当性について
携帯食事手帳および秤量記録法において不備のな
い結果を得られた者は２７名（男性２名・女性２５名）
であった。
携帯食事手帳と秤量記録法により得られた１日あ
たりのエネルギー及び栄養素の平均摂取量，携帯食
事手帳による栄養素摂取量に対する食事記録法によ
る栄養素摂取量の割合（携帯食事手帳／食事記録
法），両法の平均値を比較した p値および相関係数
を示した。（表１）
携帯食事手帳／食事記録法の比率は，それぞれエ
ネルギーが１０２．２％，たんぱく質が１０９．１％，脂質が
１１２．３％，炭水化物が９３．８％であった。１３項目の栄
養素のうち，ビタミン D（５６．６％），食塩（１２７．６％）
を除く１１項目は１００±１５％範囲内であった。
食事調査の方法により摂取栄養素量に有意な差が
みられた栄養素は，ビタミン D（p＜０．０５）と食塩
（p＜０．０５）であった。ビタミン Dは秤量記録法が，
食塩では携帯食事手帳がそれぞれ有意に高値となっ
た。相関係数は，１３項目の栄養素のうち，エネルギー
（r＝０．６７６），炭水化物（r＝０．３９３），たんぱく質（r
＝０．４０９），脂質（r＝０．４６５），カルシウム（r＝０．７００），
鉄（r＝０．５６９）において有意な相関が得られた。ビ
タミン類および食物繊維総量，食塩については，有
意な相関が得られなかった。
２）アンケート結果について
携帯食事手帳試用後に実施したアンケート調査の
回答者数は９４名（男性２１名・女性７３名）であった。
携帯食事手帳の使いやすさ（図１）については「難
しい」「やや難しい」と感じた人が約５４％，「やや簡
単」「簡単」だと感じた人が約４６％であった。
１食分の入力時間の平均時間（図２）は５分１２秒
であった。入力時間が最も短かった者は１分であ
り，３分以内に入力を終えた者は全体の５０％，５分
以内に入力を終えた者は８０．９％，２０分以内にはすべ
ての試用者が入力を終えていた。
携帯食事手帳 食事記録法 携帯食事手帳
／食事記録法
平均値の
差の検定 p
相関係数
r平均±標準偏差 平均±標準偏差
エネルギー （kcal） １５８３±４３２ １５４９±５３２ １０２．２％ ０．６６７ ０．６７６＊＊＊
たんぱく質 （g） ６１．８±１４．５ ５６．７±１８．４ １０９．１％ ０．１５３ ０．４０９＊
脂質 （g） ５３．４±１６．２ ４７．６±１６．７ １１２．３％ ０．０８７ ０．４６５＊
炭水化物※ （g） ２０５．５±６４．１ ２１９．１±９１．３ ９３．８％ ０．５０１ ０．３９３＊
カルシウム （mg） ４２４±２２８ ４３３±３４３ ９７．９％ ０．８４９ ０．７００＊＊＊
鉄 （mg） ６．５±１．８ ５．９±２．８ １１０．５％ ０．１８３ ０．５６９＊＊
レチノール当量 （μg） ４０１±２５０ ３６３±２４１ １１０．５％ ０．５９４ －０．１１８
ビタミン D※ （μg） ２．５３±１．６７ ４．４８±４．５４ ５６．６％ ０．０２９＊ －０．０２７
ビタミン B１ （mg） ０．８３±０．４７ ０．７６±０．３０ １０８．４％ ０．５４８ ０．０３２
ビタミン B２ （mg） １．０４±０．４９ １．０３±０．４９ １００．８％ ０．９５６ －０．２００
ビタミン C （mg） ８１±５７ ７５±５１ １０７．７％ ０．６９５ ０．０２９
食物繊維総量 （g） １０．０±５．８ ９．７±６．９ １０２．９％ ０．８７３ ０．０１１
食塩 （g） ８．２±３．１ ６．４±２．１ １２７．６％ ０．０１３＊ ０．１５０
表１．携帯食事手帳と食事記録法における１日栄養素等摂取量の比較 n＝２７
＊p＜０．０５，＊＊p＜０．０１，＊＊＊p＜０．００１
※ノンパラメトリック検定（平均値の差の検定ではWilcoxonの符号付順位和検定，相関係数は Spearman順位相関係
数により求めた）
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図１ 携帯食事手帳 入力難度について
図２ １食分の所要入力時間（累計％）
図３ 携帯食事手帳を利用して良かった点
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携帯食事手帳を利用して良かった点（図３）とし
て最も多かった意見は「簡単に食事状況が把握でき
る」で５３．２％，続いて「結果が分かりやすかった」
３７．２％，「栄養や食事について考えるきっかけにな
った」２８．７％，「入力作業が簡単であった」２７．７％
であった。一方，悪かった点（図４）としては「料
理数が少なく，目的の料理がなかった」６３．８％，「分
量の入力ができない」５１．１％，「同じ区分から料理
を２種類の料理を選択するとき分かりにくかった」
３４．０％であった。
料理数が少ないと感じた料理区分は，「肉料理」
「肉・野菜ミックス料理」「魚・野菜ミックス料理」
「魚介料理」等が多く，分かりにくいと感じた料理
区分についても「肉料理」や「肉・野菜ミックス料
理」等が多かった。追加して欲しい料理・食品は「鍋
料理」がもっとも多かった。続いて「納豆」，「柿」
などであった。
今後の携帯食事手帳の継続利用（図５）について
は，「利用したい」と答えた者は２９．７％であり，「改
善されれば利用したい」は３８．３％，「どちらとも言
えない」は２０．２％，「利用したくない」と答えた者
は１０．７％であった。
７．考 察
現在，摂取栄養素量の算出方法として，紙媒体を
利用した食事記録法や携帯電話のカメラを利用した
食事調査など，様々な食事調査法が開発，利用され
図４ 携帯食事手帳を使用して悪かった点
図５ 携帯食事手帳の継続利用について
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ている。本研究では，近年，青年期の生活には欠か
すことができない存在となった携帯電話の web機
能に着目し，webサイト上で摂取栄養素量を診断で
きるシステム「携帯食事手帳」を構築し，試験的に
運用した結果を用い，食事記録法により得られた栄
養素量を基準として携帯食事手帳により得られた栄
養素量の妥当性の検討を行った。
携帯食事手帳により得られる摂取栄養素量１３項目
のうち１１の項目について，携帯食事手帳／食事記録
法の比率は１００±１５％の範囲内であり，食事記録法
による栄養素摂取量と比較して有意な差はみられな
かった。またエネルギー，炭水化物，たんぱく質，
脂質等の主要栄養素において有意な相関がみられた
ことから，携帯食事手帳により得られたエネルギー
および摂取栄養素量は，利用者の食事状況をおおむ
ね把握できていると考えられる。しかし，ビタミン
Dは，携帯食事手帳／食事記録法の比率が５６．６％で
あり，携帯食事手帳での摂取栄養素量が食事記録法
と比較して有意に低かった。また食塩については携
帯食事手帳／食事記録法の比率が１２７．６％であり，携
帯食事手帳が有意に高かった。
相関係数をみるとビタミン類や鉄・カルシウム以
外のミネラル類の微量栄養素では有意な相関がみら
れたものがなかった。Webを利用した栄養診断サ
イトは多く存在するものの妥当性について報告して
いるサイトはみられないため，同様の調査法を用い
た調査結果との比較はできなかった。調査方法は異
なるが，紙媒体を利用した食事調査法である食物摂
取頻度調査法１）（FFQg）を用いた調査では，ビタミ
ン B１やビタミン B２類の微量栄養素においても有意
な相関が報告されている。このことから webシス
テムでの栄養素摂取量の推定には限界があり，さら
なる検討が必要であることが示唆された。
一方，ビタミン Dや食塩については，個人内変
動が大きいことから８～１１），食事記録法及び携帯食事
手帳の調査日数による影響も考えられた。また，栄
養素１３項目中１０項目について，携帯食事手帳の方が
食事記録法に比べて高値であった。これは，携帯食
事手帳は摂取量の選択ができないため，実際の摂取
量は携帯食事手帳に設定されているポーションサイ
ズ（１人前の量）よりも少ないにもかかわらず，摂
取量よりも多い１人前の量を登録することとなった
ためではないかと考えられる。
アンケート結果より，携帯食事手帳を試用して良
かった点で最も高かったのは「簡単に食事状況が把
握できる」であり，携帯電話の web機能を利用す
ることにより，場所や時間を選ばず簡単に食事状況
を把握できるという利用の簡便さが示される結果で
あると考えられる。本システムを習慣的に利用して
もらうことができれば，日々の食事状況を把握し，
食意識を高める一助となることが期待できる。しか
し，携帯食事手帳の継続利用については，「利用し
たい」と答えた者は現在のシステムでは２９．７％にと
どまっており，継続利用の可能性が考えられる「改
善されれば利用したい」と答えた者は３８．３％，「ど
ちらとも言えない」と答えた者は２０．２％であった。
今後，携帯食事手帳を習慣的に継続して利用しても
らうためには，システムの改善が必要であり，利用
者が求めるシステムを提供できるかが重要である。
操作の入力難度について５０％を越える利用者が入
力は難しいと感じていた。その原因としては，携帯
食事手帳の悪かった点としても挙げられた「同じ区
分から２種類の料理を選ぶ時」が一因として考えら
れる。現在のシステムでは１つの料理区分から料理
を選択し，続いて同じ区分から料理を選択する場
合，現在選択している料理を登録し終えなければ，
同じ区分から料理を選択できないようなシステムに
なっている。また，料理数が多い区分になると画面
のスクロール回数が多くなり，面倒と感じる人が多
かったようである。システムの改善時に，料理の検
索機能の追加や，登録方法の修正などを考慮する必
要がある。
半数以上の利用者が「分量の入力ができない」こ
とを不満だと感じたという結果が得られ，分量の入
力システムの導入の必要性が考えられた。分量入力
システムの導入により，算出される摂取栄養素量等
には変化が生じるため，システム更新時には再度，
妥当性の検討を行う必要がある。
利用者が不満に思った点で１番多かった意見は
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「料理数が少なく，目的の料理がなかった」であっ
たことから，現在の登録料理では対象者の摂取料理
を網羅できていないことがわかる。しかし，単純に
料理数を増やすことで対応すると料理の選択の所要
時間が長くなることが考えられ，手軽さや使いやす
さの面から問題がある。そこで，利用頻度の多い料
理及び食品，逆に少ない料理や食品を選定し，料理
データベースの再構築することが必要であると考え
られる。また，データベースの更新にあたり，選択
された料理・食品と食事記録にて記入した料理・食
品の整合性を把握する必要がある。
今回の調査より，携帯食事手帳から算出される摂
取栄養素量はエネルギーやたんぱく質，脂質など，
主要栄養素についての妥当性は確保されたが，携帯
食事手帳を広く普及するためには，料理データベー
スの充実，分量入力システムの導入など更なるシス
テムの改善が必要であることが示唆された。
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